
中 災 防 ・ 年 間 標 語

ス ロ ー ガ ン

安 全 衛 生 目 標 摘 要

　施策は他現場にも活用する 　等による危険個所の総点検

・安全対策の再確認と作業員の安全教育（再）

・暖房器等に起因する火災の防止。

・安全パトロールの実施 ・安全パトロールの実施

安全週間準備期間 全国安全週間 衛生週間準備期間 全国労働衛生週間

春の新入学期 小樽建協総決起大会 ６／１～３０ ７／１～７ ９／１～３０ １０／１～７
交通安全運動 ５／２２ 夏の全国 秋の全国 秋の輸送繁忙期 冬の
４／５～１４ 当社安全大会 交通安全運動 交通安全運動 交通安全運動 交通安全運動

4/24 ７／１８～２７ ９／２１～３０ 　秋　の
１０／２２～３１ １１／２１～３０

　春　の 春の全国 防災の日  9/1 火災予防運動

火災予防運動 交通安全運動 防災訓練 １０／１５～３１

４／２０～３０ ５／１１～２０ 救急の日  9/９

安全衛生会議 安全衛生会議 安全衛生会議 安全衛生会議 安全衛生会議 安全衛生会議 安全衛生会議 安全衛生会議 安全衛生会議 安全衛生会議 安全衛生会議 安全衛生会議

工 程 会 議 工 程 会 議 工 程 会 議 工 程 会 議 工 程 会 議 工 程 会 議 工 程 会 議 工 程 会 議 工 程 会 議 工 程 会 議 工 程 会 議 工 程 会 議

教 育 ・ 啓 蒙 ポスター配布 各種講習会の実施 ポスター配布 各種講習会の実施 各種講習会の実施 ポスター配布 各種講習会の実施 各種講習会の実施 各種講習会の実施 各種講習会の実施 各種講習会の実施 各種講習会の実施

救急薬品配布 定期健康診断 救急薬品点検 救急薬品点検 救急薬品点検

上　　旬 ５／２４～２５

建災防倶パトロール （予定）
７／18
（岩宇）

８／22
（山麓）

９／19
（南部）

10／17
（岩宇）

11／16
（山麓）

本社安全パトロール ５／19 ６／16 ７／14 ８／１０ ９／15 １０／20 １１／17 １２／15 １／19 ２／2 ３／1

後志建設協会
倶知安建設協会

・下請け業者の送り出し教育の実施

ﾌｫｰﾏｯﾄ名：年度安全衛生管理計画書（全社）2002.3.31-01版

安 全 衛 生 方 針 安全衛生管理体制を確立し、全従業員の協力のもとに持ち場・立場で自主的に安全衛生活動に取組み、安全衛生水準の向上をめざす。

横関建設工業株式会社

（ １ 月 ～ ３ 月 ）

第 Ⅲ 四 半 期

（ １ ０ 月 ～ １ ２ 月 ）

気づいたらすぐに伝える危険予知　あなたのヒヤリが防波堤サ ブ テ ー マ

・指導的立場にある中堅・熟練作業員に対する安全

現場環境に合致した安全計画の策定

・周辺環境に配慮した、作業計画及び人員の配置

・KYミーティングで意見交換を行い、「報・連・相」

・新規採用者・新規入場者に対し、安全に対する

各建設協会パトロール

事業場での安全教育

保 健 衛 生

・下請け業者の送り出し教育の実施

　　　・　月例安全訓練

　　　・　月例安全衛生大会

重 点 実 施 事 項

　　　・　雇入れ時安全教育

　意識高揚のための教育の徹底

　を実践する。

委 員 会 等

平成１９年度　安全衛生管理計画表

交通災害の撲滅に向けた意識の再確認

ベ テ ラ ン が 次 代 に た く す 宝 物 『 技 と 誇 り と 安 全 第 一 』

第 Ⅱ 四 半 期

や る 気 守 る 気 続 け る 気 み ん な で 築 く ゼ ロ 災 害

１．死亡・重篤災害をゼロにする　　　２．墜落・転落災害をゼロにする　　　３．現地KYに取組み、不安全行動災害を半減させる

（ ７ 月 ～ ９ 月 ）

安全意識高揚とKY活動の充実

第 Ⅳ 四 半 期

日常作業での安全管理活動の充実

主 要 行 事

第 Ⅰ 四 半 期

（ ４ 月 ～ ６ 月 ）

・有資格者の適正配置による作業の実施

・現場内設備の安全状態・作業員の不安全行動を

　点検し危険要因を取除く

・安全大会の実施

　共にPDCAｻｲｸﾙを有効に活用し、効果のあった　作業ルール遵守の重要性を再認識させる

・　災害防止協議会

・　安全朝礼/KY活動

・　新規入場者安全教育

建設業年度末
労働災害防止

強調月間
３/１～３/31

・各作業所における安全大会

・毎日の所長巡回

・その他

・作業前の危険予知活動の充実・作業手順の確認

函館林業土木協会 小樽建設協会

・3S運動の遵守

・工事終盤期の各作業場での安全対策の再確認

・冬型交通災害防止のための各作業所での安全指導

・作業前後、作業中の場内の整理・整頓を徹底し、

　安全な作業環境を作る。

・危険要因の発見・解決で安全確保の徹底を図ると

・交通ルール・マナーの遵守し、通勤経路マップ

・降雪期前の現場内の整理・整頓、工事車両等冬装備


